
平成２４年度２月補正予算案

主要事項説明資料

農 林 水 産 部



農　林　水　産　部

1 農業経営実践型学舎づくり事業費 農村振興課、研究普及ブランド課

2 地球温暖化対策等推進基金積立金 林務課

3 漁港機能回復事業費 水産課

4 農林水産業基盤整備事業費 各課
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農林水産－１

平成２４年度２月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 農 業 経 営 実 践 型 学 舎 づ く り 事 業 費

予 算 額 ６１，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

丹後国営開発農地のスケールメリットを活かした大規模野菜作を実

践できる担い手の育成・確保及びブランド京野菜の一大産地の形成を

推進

２ 事業概要

(1) 丹後農業実践型学舎の創設 （６１，０００千円）

大規模営農技術や加工・流通・販売を総合的に学ぶことができる担い

事業内容 手養成実践農場の手法を取り入れた「丹後農業実践型学舎」を創設

目 的

対 象 ○学舎農場整備：研修用農地の借上・土壌改良、農業機械の配備 等

方法等 ○研修施設等整備：機械・収穫作業実習棟、施設園芸実習施設 等

◆丹後農業実践型学舎の概要

対 象 者：概ね40歳未満の若手農業者（10人／年）

※農業法人就業者等で、大規模農業経営を目指す農業者

栽培品目：九条ねぎ，短形ごぼう(ごぼ丹)，聖護院だいこん 等

(2) 京都農業経営者アカデミーの開設

全国トップクラスの農業経営者等を講師陣に迎え、経営力を身に付

けることができる｢京都農業経営者アカデミー」を農業大学校に開設

平 成 ２ ５ 年 度 当 初 予 算 ６９，９５０千円

平成２４年度２月補正予算 ６１，０００千円

合 計 １３０，９５０千円

担当課名 農 村 振 興 課 地 域 活 性 化 担 当 課・担当 075-414-4906

研究普及ブランド課 研究普及担当 電話番号 075-414-4964



平成２４年度２月補正予算案主要事項説明

農林水産部

事 業 名 地球温暖化対策等推進基金積立金

予 算 額 １，４２８，９００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

地球温暖化防止に向けた温室効果ガスの吸収源対策を推進するた

め、基金の積み増しを実施

事 業 内 容

目 的 ２ 基金活用事業の概要
対 象

方法等 公共建築物等の木造化、バイオマス利活用施設・木材加工流通施設

の整備及び森林病害虫対策の取組支援等を推進

３ 事業期間

平成２５年度まで

担当課名 林 務 課 企画・経営担当 課・担当 電話番号 075-414-5016

農林水産－２



農林水産－３

平成２４年度２月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 漁港機能回復事業費

予 算 額 ２４，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

府管理漁港において、泊地内に河川、砂浜海岸から恒常的に土砂

が流入し、漁港を利用する漁船の船底を損傷し、支障を来しているこ

とから、浚渫工事を実施し、漁業活動の維持・安定を図る。

事業内容 ２ 事業概要

目 的

対 象 堆積土砂の浚渫、処分

方法等

実施箇所：中浜漁港（京丹後市丹後町）

担当課名 水 産 課 基盤整備担当 課・担当電話番号 075-414-4994



農林水産－４

平成２４年度２月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 農林水産業基盤整備事業費

予 算 額 ３，０５３，９９０千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

ブランド京野菜やブランド水産物などの生産振興により、京都の農林

水産業を未来につなげるため、生産基盤を整備するとともに、農山漁村

地域の整備を推進する。

２ 事業内容

事業内容 ■生産基盤の整備

目 的 ・京のブランド水産物の生産拠点整備（間人漁港 等）

対 象

方法等 ・効率的な間伐に必要な路網の整備

・てん茶需要に対応するための製茶工場の整備（南山城村 他）

■農山漁村地域の整備

・学校などの周辺環境と調和した排水路の整備（巨椋池３期地区）

・土砂・立木等の流出を防止する治山ダムの整備

農村振興課 計画基盤担当 075-414-5048

担当課名 農 産 課 宇治茶・特産振興担当 課・担当 075-414-4944

水 産 課 基盤整備担当
電話番号

075-414-4994

林 務 課 林業振興担当 075-414-5006

森林保全課 森林土木担当 075-414-5028




